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陸海問わず、生物は
有機化合物を作り、利用しています。
人間にとっての薬や毒が
よく知られています。
薬や毒以外にも、様々な有機化合物が
知られており、持続可能な社会を
作っていくうえで作っていくうえで
とても参考になります。
このような有機化合物
について解説するとともに、
私たちの研究についても
紹介します。

最近、マスメディアで取り上げられる
「海洋プラスチック」

「マイクロプラスチック」
についてお話しします。

ここにきてまた新しい環境問題か？
と頭を抱え途方にくれてしまいます。
環境問題なら、水俣病、アスベスト、環境問題なら、水俣病、アスベスト、
オゾンホール、酸性雨、と以前から
山ほどあり、現在も「PM2.5」や

「温暖化」が大きな関心を集めています。
本セミナーでは、漠然とした不安に怯える前に

まず知識と理解を持とうとのスタンスで
μプラ（マイクロプラスチック）についての

以下のポイントに沿って語ります。以下のポイントに沿って語ります。
μプラの元はどこから？μプラは危険なのか？
国内・道内の川・海・魚にμプラはあるのか？

μプラは減らせるのか？
また、この問題の解決には、個人レベルのほか、
研究者として、企業として、行政機関として

さまざまな取り組みが可能です。
その点についてもお話しします。その点についてもお話しします。
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有機化合物の視点で見た
海洋生物

オラフ・カートハウス
千歳科学技術大学

マイクロプラスチックとは
何か？

持続可能な社会とバイオミメティクスを考える
その１　今、海はどうなっているのだろう

第88回
バイオミメティクス市民セミナー・対話篇

入場無
料

予約不
要


